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本研究の目的は，データサイエンスの学びに関して，高校生と大学生を対象とした実態調査を行い，

情報教育の高大接続という視点から学習内容を有機的に結びつけるための基礎的知見を収集すること

である．高校情報科の学習への意識や他教科との学びの接続，生活の中でのデータ活用等，1 人 1 台端

末等の環境状況等を高校生 823 名，大学生 151 名を対象としたアンケート調査を実施したところ，高

校情報科の学習に対して，高校生，大学生ともに肯定的に捉えている傾向が把握された．一方で，環境

整備や教科教育における ICT活用，教科間の連携に関しては課題が見受けられた． 

 

１．はじめに 
本研究の目的は，データサイエンスの学びに関

して，高校生と大学生を対象とした実態調査を行

い，情報教育の高大接続という視点から学習内容

を有機的に結びつけるための基礎的知見を収集す

ることである． 

データサイエンスについて，学校教育で具体的

に取り扱っているのは高校情報科である．また，

データの信頼性を適切に判断し，セキュリティ意

識や情報倫理意識を持った人材の育成の観点から，

大学の初年次教育においても，「数理・データサイ

エンス・AI」に関する講義内容が位置づけられた
(1)．しかし，現時点ではそれらの学習が有機的に結

びついているとは言い難い．高校情報科の学習で，

教科の学びを通して教科の目標を達成するととも

に，他教科の学びを踏まえて，個々の理解と興味・

関心に応じた個別最適な学びが十分に位置づくこ

とで，大学で学びたいことを見つけ出す機会の提

供となりえる．また，そのような十分に切り拓か

れた土壌の上に，大学という強みや個性を活かし

た多様性を育む学習環境や多様な価値観がぶつか

り合う共創の場が，本来持っている役割を学生に

対して還元できるものになりうる．人材育成や効

率的な教育という視点からも体系的な枠組みを検

討することは教育的価値があると言える． 

そこで，本研究では高校において 1 人 1 台端末

が整備済の学習環境であった大学 1 年生と，現高

校生を対象に高校情報科の学習に対する意識等の

調査を行い，今後の情報教育の高大接続に向けた

基礎的知見を収集することとした． 

 
２．調査方法 
調査は，O 県の高等学校１校（普通科，823 名）

と国立大学１校（教員養成学部，151 名）に在学す

る生徒・学生を対象に，2024年 4-5月に実施した．

有効回答は高校生 823 名，大学 148 名から得られ

た．調査内容は，共通する項目として，高校情報科

の学習への意識，他教科との学びの接続，情報教

育についての満足度，生活の中でのデータ活用等，

大学生へのみの項目として，1 人 1 台端末等の環

境状況等を設定し，Webを用いて回答を収集した．

質問項目の回答方法は，「とてもそう思う/とても

よく使っていた」から「全くそう思わない/全く使

ってはいなかった」までの 5 件法で設定した．回

答はそれぞれを 5〜1 点と順次点数化し集計した． 

 
３．調査結果 
大学生のみの調査項目について集計した．その

結果，調査対象者が使用していた端末の種類は，

iPad が 69 人（45.7%），Windows タブレット 29 人

（19.2％），Chromebook22人（14.6%）,使っていな

い 29 人（19.2％）であった．次に，端末の使用状

況及び情報科の学習に関する意識の集計を行った．

回答において，5 と 4 をポジティブ的な回答，3 か

ら 1 をネガティブ的な回答と分類した（表 1）．集

計の結果，端末の学習効果や教員の ICT 利用につ

いては，学生の多くがポジティブに認識していた．

一方で，学校の Wi-Fi 環境については，半数の学

生がネガティブに認識しており，動画視聴や授業

支援クラウドの利用などの状況によっても異なる

と考えられるが，通信インフラにストレスを感じ

ている生徒が存在することが明らかとなった．情

報教育に関する意識については，大学生の大半が

講義では学校現場に特化したことを学びたいと答

えており，教員養成学部の学生が希望する職業の

実務に直結する知識やスキルに関する内容につい

ての要望が高いと言える．高校の授業で，ICT をよ

く使っていたと感じる教科については，のべ 178

件の回答が得られた．頻出した教科としては，英

語 54 件（36.2%），国語 29 件（19.5%），数学 27 件



（18.1%）となった．情報科は 15 件（10.1%）であ

った． 

次に，高校情報科の学習への意識，他教科との

学びの接続，情報教育についての満足度，生活の

中でのデータ活用等について，高校生と大学生の

回答をそれぞれ集計した．前述の集計と同じ方法

を用いて，ポジティブ的な回答群とネガティブ的

な回答群に分類するとともに，平均値及び標準偏

差を算出した（表 2）．その結果，大学生の特徴と

して，情報の学習内容について意義を感じている

学生は多いものの，学習に対する興味や関心につ

いてはそれほど高くない点が挙げられる．一方，

高校生の特徴としては，情報の学習に対して強い

意義を感じているとともに学習に意欲的に取り組

んでいること点が挙げられる．高校生と大学生の

比較を行うにあたり，コルモゴロフ－スミルノフ

検定を用いて正規性を確認した．全ての項目にお

いて正規性が確認できなかったことから，正規性

を仮定しないノンパラメトリックの手法であるマ

ンホイットニーの U 検定を用いて比較を行った．

その結果，すべての項目に対して．１％水準で有

意な差が認められ，大学生に比べて高校生の方が

有意に高い結果となった．効果量 r についてはす

べて小程度であった． 

 特徴的な点として，本調査において，高校生は

大学生に比べて情報の学習に意義や楽しさを感じ，

興味や学習意欲が高い一方で，情報の学習につい

て難しさも感じていた．これは，大学 1 年生は「社

会と情報」と「情報の科学」を履修している可能性

もあり，「情報Ⅰ・Ⅱ」が必修となった高校生では

大学生に比べて教科内容の範囲が大幅に拡充した

ことで，社会や生活とのつながりを持ちやすくな

り意義や興味，意欲が向上しやすくなり，結果的

に生活の中でデータに触れた際に，大学生よりも

主体的に判断することができていることにつなが

っていると考えられる．その一方で，教科内容の

拡充・深化が，高校生に教科内容に対して難しさ

を感じる要因にもなっていることが指摘できる． 
 
４ まとめと今後の課題 
本研究の影響下において，高校情報科の学習に

対して，高校生，大学生ともに肯定的に捉えてい

た．一方で，環境整備や教科教育における ICT 活

用，教科間の連携に関しては課題が見受けられた．

大学における情報教育では，調査結果で得られた

特徴を持つ生徒に対しても十分に配慮した内容構

成を検討する必要がある．一方で，本調査ではサ

ンプリングバイアスがあることから，今後は調査

対象者を増やして詳細な分析を行うこととする． 
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表１ 大学生を対象とした 1 人 1 台端末等に関する調査結果 

 

表２ 高校生・大学生を対象とした情報教育に関する調査結果 

 

 


